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北海道における生活擁護運動と生協運動の発展

ーその概観と特徴一

〈卒業論文要約〉

社会教育ゼミ・ 4年田 中秀樹

生協運動の今日的意義はまずまず重要になってきているが、資本主義下の勤労諸階層の生活諸条件

とそこKかける生協の社会経済的機能との関連Vてついて明らかにするととは、今後高度K発達した資

本主義闇κかける生協選動のあり方を創造的K模索する課題のーステップと念る。本稿κかける課題

は、北海道(tLj:，~ける生協進動史が充分κ明らかKされてい念いことからも、その運動的側頭について

の流れを概観するとともKそζKなけるいくつかの特徴κついてまず明らかにする。

第 l章 『米よこせ運動jと消餐組合運動

く先駆的運動・共働庖>

北海道κかける生協運動の先駆的実銭は滝川共働庄である。 1898年東京の鉄工組合第 13支

部員鶴照源太郎の渡選Kよ夕、滝川1・鳩}II.札幌K鉄工組合がつくられ、滝川鉄工組合がつくられ、

滝川鉄工組合K共働庖が設立されるが、資本主義発展が未成熟であったうえ、弾圧、経営力量の未

熟さから 1-2年後、鉄工組合の衰退とともK衰退する。

<米よこせ運動の展開>

北海道tてがける生協逮動の本格的展開は独占資本主義段摺Vとはいって労働運動、農民組合運動の

活発化を背景t亡、 1932年の「米よとせ運動」を牽引した消費者組合運動に始まる。

「米よとぜ途動Jは 1929年からの世界大恐慌が日本Kも波及し、また農民を窮迫さぜ、さら

に19 3 1年の大凶作、 32年の大水害Kよる勤労者諸階層の鴎窮・飢餓状態を背景K、臼本消費

組合連盟(日消逮)の提唱により全国的κ展開された政府米払下げ遼動である。その性格は第 1(tL

大衆的・総織的生活擁護運動であること、第2κ満州事変・ 5.1 5事件を経てファッシ沼化へと向

う情勢Kないて、民衆の生活擁護を前面K帝国主義織争反対への端緒的行動としての階級的性格を

もっていたこと。第3(tL米よ ζぜ運動の中核組織として消費組合運動が発展を遂げたζとである。

米よ ζぜ運動の展開状況は、 32年 7月 2B 全道消費総会代表者会議(tLj:，~ける意志統ーを経て、

都市では札幌・函館-小樽.jJl¥絡・1@}lIVてないて消費総合、労働組合Kより闘争委員会(米よ ζぜ

会)を結成、草署名活動Kとりくみ、農村では全農北速の指導のもと、音更・剣淵・長沼・北見・鷹

繍・江部乙等でとりくまれる。その後運動の再統ーを期するため 11月 20日獲得同盟六市協議会

を開催した後、翌 33年tては払下米の受給資格制限徹努闘争が小構K拾いてとりくまれているが、

指導者の検束等Kより大部分衰退した。

<消費組合運動の展開>

北海道の消費組合運動は「米よとぜ運動Jとともに発展したが、とれは全盟組織である包消速や

全農が消費組合設立を指導したζとによる。ぞれ以前(tL全農北速は各支部単位K共同購入運動をす
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すめてきていたし、札幌fてがいても共同購入Vてよる消費組合が竹安、岸孝ーらを中心Kすすめられ

ていたが、 32年 5月以降の日消連橋浦泰雄常任執行委員の来道を契機Kあいついで各地K設立さ

れた。 32生存から 33年にかけて発展した消費組合選動は日消速の地方協議会として全道消費組合

単一化準備会を結成するが、 34年Kは崩壊し消費組合選動も支配権力の弾圧と戦時下の配給統制

の中でしだいK崩壊する。(表1) 

表 1 北海道消費組合の成立と崩壊

(1933生存6月末現在) (紐合員数〉lf札幌消費総合 竹安喜市 156
ト小樽消費組合...・H ・..……中西亀次郎… 50

ト函館消費組合準備会…・・斉藤寅次郎…的
資卜居 消費組合準備会…・υ 五十嵐七郎… 10
埜ト音更無意者消費組合…・・・有田 淳… 60
尋ト深)11消費組合準備会…・・向井 … 20 
ート旭川消費組合準備会…...松岡二十世… 138
1住ト南~知消費総合…...・H・..井上松次郎… 111
濯ト~iI路一般消費組合....・H・-武本寛三郎… 106
答ト江部乙消費組合…...・H ・..田村 10 

北見消費組合準備会…...鼻山佐久造… 82

(193伴 12月末現在〉
札幌消費組合・・・・... . . ~.... .岸

トム函館共問購入会・・・・・・・・・加藤
ム音更無産者消費組合・・・有国
トムヰヒ~知消費組合準備

孝一… 156
秀雄… 60
淳… 38

会…ー'"・H ・....・H ・....…向井 … 20 

ム旭)11消費組合準備会…吉田吉之助… 57
ム錫iI路一般消費組合…・・・武本寛三郎… 60
ム角田村消費組合準備
」会....・ H ・........・ H ・'"…答多孝章… 28

ム長沼消蜜組合...・H ・-…・清水 興作… 113

(1935年12月末現在)
札幌消費組合…...・H ・-一・岸 孝一… 22
ム函館共同購入会・……・・加藤 秀雄… 28
ム鷹橋中央消費組合主義
備会...・ H ・-… H ・H ・....…荒量太郎… 18

~ム北空知消費組合準備
会...・H ・......・H ・..........向井 …岳7

ム野付牛消費購E望組合…永井平三郎… 52晶
ドム角田村消費組合準備
会…....・H ・-…………喜喜多 幸章一 90
トム長沼消費組合....・H ・-一・清水 興作… 170
百億楢消費組合・・H ・H ・....…杉村 正一一 52

(1936年末現在)i 寅組合ハコー消費組合…・.....中山 清… 20

ム鷹機中央消費組合…・・荒 量太郎… 18
ム野付牛消費購買組合…赤井儀太f!s...523 
ム角田消費組合………・・奪多 幸章… 90

〈内務省警保局「社会運動の状況Jよタ)

l-組合 一13北空知消費組合...・H ・.....向井 … 65 

長沼消費組合……....・H ・i清水興作… 178
鷹栂消費組合・・ H ・H ・....…杉村 正一… 50

(1937年末現在)

[札幌消費齢 高橋鷹栖消費総合・..........・・・・杉村
長沼消費組合・.....…-・・・・・清水

北~知消費組合準備会・・・向井
ム鷹栖中央消費組合準

幸広… 13
正一… 50
興作… 199

65 

備会…・.......・・・咽H ・H ・...荒 量太郎… 28

tム栗山消費組合…・・…沼田孫兵衛… 76
ム有限責任購寅級合・
ハコー購買組合・H ・H ・-・中山 清… 20

(1938年末現在)

[札幌消費組合 一l長沼消費組合...・ H ・...・ H ・-熊谷福枝… 210
築山消費組合...・ H ・H ・H ・"沼田孫兵衛… 95

北~知消費組合………・・向井 … 25 
有限責任購買組合・
ハコー購質組合………・稲垣 義一… 18

(1939年末現在)l-齢ー 13長沼消費組合…....・H ・-…熊谷福枝… 230
築山消費総合・ H ・H ・...・ H ・-沼沼孫兵衛… 100

有限責任購質組合・
ハコー購貿組合・・H ・H ・..・中山 清… 18

(1940年末現在〉f札幌消費組合 輔幸広 13
長沼消費組合…・….......熊谷 宇扇安・・ 230
栗山消費組合・H ・H ・...…υ 沼田孫兵衛… 100

(1941年末現在)
長沼消費組合・H ・H ・...…日深坂 作松… 250

う+ ム印はBi常連系統組合

日消速は 1938年K解体されている。
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とれらの消費組合の性格は、労働者・失業者・貧農を基盤としたいわゆる「階級的消費組合Jで

あ夕、その特徴として第 1K共同購入運動を日常活動の中K位置づけ消費組合運動の基礎とした ζ

と(表2)。第 2K機関紙・誌の発行、文化活動等、事業内容の幅広い模索がみられること O 第 3

tては特K農村に沿いて消費組合運動を農民組合運動の拡大の手段とする、あるいは弾圧の激化によ

b農民経合運動を消費組合運動K解消する等の弱点があり、消費組合がまだ組織的κ自立できて念
い状況がみられる。

表z 北海道κなける消愛組合の活動状況

昭和9年

組合所在地
経 営 状 況 其他の活動組合名

北海道 L 取扱品 a用品、雑貨
札幌消費組合 1. 取扱高 2 6 8. 5 0円

1.純益 2 6.0 0円

北海道 1. 函館大災者火救に際し日j常連と連
磁館共問購入会 函館大火災後休止 絡し権 援活動をます

北海道 5月岳日常務者検挙せられたる為無活
音J!無産者消費総合 動

北海道 1. a用品、雑貨の取次
北空知消費組合傘備会 L 取扱高 2‘7 5 0.0 0円

1.純益 5 4 O. 0 0円

北海道 1. 日用品の共同購入をなす
旭川消費組合準備会 l 取扱高 7 0 0.0 0円

1.純主主 7 O. 0 0円

北海道 1. 白米、味噌、日用品、雑貨
長沼消費組合 1. 取扱高 5.4 4 1. 9 5円

L 純益 8岳5.98円

北海道 1. 日用品の共同購入を念ナ
&JII路一般消費総合 1. 取扱高 1. 1 0 5. 0 0円

1.純益 1 5 5. 0 0円

北海道 1. 取扱品 日用品、雑貨
角泊村消費総合準傍会 1. 取扱高 2.5 0 0.0 0円

1 純益 2 5 O. 0 0丹

(内務省警保局「社会運動の状況 J) 

第 2軍 食糧獲得運動と地域勤労者生揚

戦後の食糧獲得運動の中で食糧の確保・配給機関として全国的に生協が爆発的に広がる。北海道

では食糧の遅配・欠配状況の慢性化

がひど<(表3)、札幌市の市民食

糧委員会の結成等、食糧獲得運動が

展開されるが、配給機関の役割を担

った地域勤労者生協の発展が特徴的

19岳8年10月

47年 6月

47年10月

v
h
u
 

司

i



的である。とれらの生協は革新政党や労働組合の指導の下で設立され、 1949年段措(I日北海道

生協連発足)V'C:Tいて

2 9生協が存在してい

た。(表岳)

動協の活動は食糧確

保とその配給を通して

生活擁護K一定の貢献

をしたが、その性格と

表晶 1949年当時の北海道の生協

商館勤協、岩見沢動協、遠経、浦湾、 γントク、帯広動協、小樽

勤協、札幌動協、北見動協、鋭路動協、根室勤協、札幌山花、桑

圏、常盤台消組、住友奈井江、日鋼、国策パルプ、旭台、羽幌、

北大、枚似、夕張、ニの沢、網走、斜虫、上斜虫、針路地方、厚

様、札幌引揚者厚生

( r現代日本生活協同組合運動史資料集Jよタ作成〉

して「賀出組合Jと呼ばれるよう V亡、運動的側面が弱〈個人商庖的性格が強い。そのためドッジ・

ラインKより金融引き締め、経済統制の徹廃が急激に行なわれるとそのドラスチック念経済変化K

耐えられず、 19 5 0年前後Kほとんどが崩壊した。

第 31重 職域生協から地域生協へ

1.炭鉱生協の発展と地域化の進行

炭鉱では戦前から会社の経営する配給所や官普賢会が発展していたが、北海道κ沿いては 19 5 2 
年秋の炭労 63日ストを契機K炭労の生活対策の拠点としての生協の重姿性が認識され、設立が進

む。(表5) 表 5 炭鉱生協設立の状況

しかし一方、会社購

買会の主主金を会社の厚

生施設等の経費tてあて

ている念ど賃金の二重

搾取K利用、第 2V'C納

屋制度の伝統を維持し

身分的隷属のかわりに

経済的K炭鉱から動け

念いようKする労務政

1949 住友奈井江炭鉱

50 築男IJ炭鉱

51 太平洋炭鉱

52 幾春別炭鉱、!p知炭鉱、茶王宮内炭鉱、三井美唄炭鉱

53 清水沢炭鉱、万字炭鉱、大夕張炭鉱、芦別炭鉱

5生 真谷地炭鉱、王子和炭鉱、幌内炭鉱、登JiI炭鉱、タ強炭鉱、
羽幌炭鉱

55 住友奔別炭鉱

56 美流渡炭鉱、東1院内炭鉱

( r現代日本生活協同組合運動史資料集」ょ b作成)

策に利用され、総じて一種のトラック・ γステムとしての性格をもっていた。ナ1.1:わち売掛制度κ

よb労働者の給与からヲiき去った購賀会の供給代金を企業が運用するとともに労働者Kは質の悪い

消費資料を高い価格で 表 6 地域化と統合合併の進行

受けとる ζ とを強制し

た。との購覧会の{場名

から 57年以降炭鉱生

協の全国連合会である

炭協連Kより購賀会奪

還関争がと bくまれ、

6 1年北炭労連Kよる

奪還が成功し北炭系各

1963年

64年

67年

71年

72年

7辞

7咋

幾春期生協地域化

南美唄生協 H 

制く沢主主協、真谷地生協地域化
三井東明生協・茶志内生協が南美唄K統合

大夕張主主協地域化

平和生協、夕張生協地域化
幌内生協・新幌内生協が合併→三笠市民生協

畿春別生協、三笠市民生協と合併

夕張端茎 5生協(夕張・清水沢・主義谷地・登)1'.平和〉
が合併→夕張市民生協
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山購E司会の主位協移管が遂行する。

しかし「高度成長J下V'LjO~けるアメリカ帝由主義への従属的エネルギ一政策への転換K よ b 炭鉱

合理化が進行する念かで、炭鉱生協は地域化・統合合併への途を進む。(表6) 

それKとも念って炭鉱職域生協は滅少し、ほほ 76年V'LjO~いてすべてが統合あるいは地域化した。

1屈は 67年V'LjO~いて北海道生協遂の指導の下で、拠点脳去を中心V'L地域化・統合合併が進行する

概要を示している。

地域化の進行Kあたって第 lV'L労働組合・会社と生協との関係V'LjO~いて、労働組合内部で生協を

l図 1 9 6 7年の炭鉱生協の概婆

夕張地毘 夕張生協、平和生協

口清水沢生協、愛川生協

口真谷地生協、大夕張生協

口南美唄生協=茶志内生協口三三井東明生協

口二の沢主主協、日新美唄生協

地合生協、奈井江生協

口幾春闘生協、奔男IJ生協

弥生生協、幌内生協、新幌内生協

万字生協、東幌内生協、美流渡生協、

朝日生協

口芦別生協、赤間生協、茂尻生協、~知生協
G太平洋生協、仁雑別生協
築別生協、羽幌主位協、羽幌ニ抗生協

美唄地区

三笠地区

栗沢地区

~知地毘

鎖路媛鉱

留萌地f2S:

?
帯

菱
自
パ

4
献

ま
申
告
畑現寸ム一
ロ地域

o職域(主K炭鉱、大学等)
=統合

[*哨慨炭蹴一鉱
E中や心とした分布図であb、 6 7年i
当時の拠点地区を示している。 1

(道民生部社会課「北海道生活協同組合要覧 jより作成)

従属視する傾向から、すなわち企業内労働組合の枠内でしか生協の意義を評価できない点が生協の

地域化・統合化を妨げる要国と念夕、をた会社も企業内生協であるととの利点から地域化をとどめ

ようとした。す念わち生協の自立化が問題と念った。第 2V'Lは従来の炭鉱生協は出資者・運営者は

労働者であ þ~がら利用者が主婦であったという矛盾が存在していたが、地域化tてあって主婦震を

組合員として組織し、生協の主人公として位置づけるという積極的意義をもった。

2. 日鏑室蘭争議と生協

とこでは1.と問機に地域化の内容をさらK具体的てとらえるためV'L195岳年のお鋼集積関争議

κがける生協の民主化過程Kついて述べる。

53-5 4年恐慌を合理化のための大量人員整理の機会とした日鋼K対し、日鍋窓薦の労働組合

は 5ヶ月にわたる歴史的な反合理化闘争を展開するが、この間争を生活預から支えた生協の役割が

ある。しかし鶴争前の生協の性格は第 l V'L 1912 年来の古い生協で~þ会社から有形無形の援助

をうけ、会社の付属的・恩恵的厚生施設としての性格が強か・ったとと、第 2V'L規模・経営的にはさ当

時、日本最大の生協であり鹿住地K進出した職域生協であったとと、第 3V'Lは労組の生協に対する

認識は低〈、従って組合員も生協κ対する基本的認、識はあま þ~< 出資金も給与天守 iであった。し

かし関争の中でζれらの性格が問題と念り克隠されざるをえ念〈念る。

闘争突入当初の労使関の「生協中立J協定も、生協が闘争支援の体制を閉めることKより会社の



恩恵的付属的性格を克服し、その後の労組分裂時κなける生協の第2労組側寄りの立場は労組と生

協との関係を鋭〈称、強い不満をいだいた第1労組の婦人を中心に生協民主化の運動が進行する。

しかし結局第2労組側寄りの立場は変わらず、第1労組の矯人κよる地区共同購入運動を母体に室
蘭中央生協が創立される。これらの一連の生協の民主化過程が問題Kしている ζ とは、第H'C会社・

労組から生協が自立化することの意義であ夕、第2V'C自立化した生協Kかける主婦の位霞の重要性

である。す~わちとの場合生協民主化の過程は地域化K よって実現し、企業内主義fてとどまら念い、

生協防衛の拠点としての生協を地域K確立するという意味をもった。企業内生協すべてを否定する

ものでは左いが、地域生協化は現段階V'Cj;~ける生協運動のひとつの方向性を示す画期と念った。

3.都市における地域生協の発展

一方、都市Kかける「高度成長」下での消費者問題の深刻化の念かで消費者運動の高揚を背景t亡、

6 5年北大生協の設立支援のもとで、札幌市民生協が設立される。市民生協は当初から「消費者組

織Jとしての性格をうち出し、主婦を積極的に組合員とする方針をと夕、その後急速成長路線の念

かで 5年間で?万人の組合員をもっ全閣第2位の生協に成長する。 ζの急速成長を支えた条件は第

1V'Cr高度成長jのもとでの「流通革命Jの時流Kあったとと、第 2V'C消費者問題の深刻化が生協
への期待を高めていたこと、特に炭鉱離職者の都市流入が協同級会思想の普及に一定の役割をもっ

ていたのではないかと考えられる。第 3V'C本州大手流通資本がまだ道内V'C進出してい念かったこと、

第4V'C大学生協からの人材派遣である。 ζの急速成長路線は日生協の方針K影響を与え、 68年以

降「地域政策Jとして、「目的意識的念強力な生協づく!JJ 、「市場競争力をもち拡大再生産でき

る生協づ<!J Jが展開される。北海道生協速はとの「地域政策jの先進的実践として、草案炭地生協

の地域化・合併(1圏)、都市生協の新設拡大Kよる「一都市一生協づ<!J Jをめざした。しかし

その最先端を担った市民生協Kがいて 70年、急速成長銘線のピズミが現れ、それ以降急速成長路

線は生協運動にかける経済主義的誤りとして全国的念総括にかけられる。すなわち「組合員路線J

を再篠認した 70年日生協福島総会がそれである。

第3章の小括として、「高度成長JTV'Cかける生活破壊の進行は当初企業内になける労働者福祉

の対抗関係の激化としてあらわれ、そのもとで「労働者自身の自主的購翼組織Jとしての生協を確

立した意義は大きい。しかし都市が巨大念消費市場として形成され、生活点をめぐる対抗関係の主

婆念場が地域K移行すると、生活防衛の組織としての生協が地域K設立される必要がでてくる。と

れが地域化であb、大量販売を担うスーパーマーケットの展開と同時期でるる。スーパ一方式が

「都市立人口密集地κ咲いたあだ花jとするならば、地域に根ざした生協は今後、地域の生活に結
びついた流通のあb方を模索していか念ければ念ら念いし、生協Vてはそれが可能であると考える。

第 4章 消費者運動における共闘の発展

<消費者運動の発展>

消費者運動は消費過程と流通過程の接点κがける物価問題(独占価格、管理{酪格等)、商品問題

(有害・不良高品)をと bあげ、今日重要念大衆運動として発展しているが、本格的展開は 55年

以降のことである。谷)1¥宏氏は日本の消費者逢動の発展過程を特徴的V'C5つの時期K区分している
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がζ乙では省略する。

今臼の消費者運動の到達点と課題は、第 1V'C単なる値上げ反対運動から前進して政策レベルでの

闘いK焦点がかわってきているとと。第 2V'C消費者総織が地域・県・全国と、縦・横のつながhを

もって組織されていること。今回地方消盟速は 26都道府泉Kある。第3V'C独禁法、消費者条例、

審議会等、制度的念確立が前進していること。第4V'C総織労働者の生活擁護運動のとbくみが前進

しているζとである。総じて消費者問題は「市場問題から体制問題へJとその性格をますます鮮明

tとしてきているといえる。

く1ヒ海道の消費者運動における共闘の発展>

北海道の消費者運動になける共闘の発展は、 1959 年北海道V'C:jò~ける最初の組織的念消費者運

動としての新時代値上げ反対運動を契機代、 61年物価値上げ反対選民懇談会として結成される。

-表? 北海道の消費者運動と共闘組織の発展

U156 北海道生協連設立

57 北海道消由連設立(ほとんど活動寸ず)

59 新時代値上げ反対連動

炭婦協を中心に不払い遼動活発

61 物価値上げ反対道民懇談会結成(8間体)

物価値上げ反対札幌市民会議結成

63 道民懇談会を再編強化、道民会議となる

炭婦協、アメリカの脱脂粉乳Kよる学

校給食κ反対
64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

牛乳代億上げ反対運動

新聞代値上げ反対運動

札幌市民会議、市電・市パス・水道料

金値上げ反対運動

道民会議、牛乳代伎上げ反対運動

米価調争で全農連と道民会議が懇談会

キッコーマン醤油値上げ反対運動

道民会議、電報・号電話料金値上げ反対

運動

新聞代値上げ反対遂動

選民会議、間鉄・牛乳不払い

新時代値上げ反対運動

物俄値上げ反対、集積市民会議結成

住民の足を守る選民会議

市民会議、市議・市バス料金値上げ民

対運動

市民会議、ハイタク値上げ反対運動

カラーテレピ買い控え運動

道民会議、新聞代億上げ反対運動

灯油値上げ反対運動

72 北海道消岳連結成(1 5団体)

第 1国北海道消費者決起大会

1972 

73 

74 

75 

76 

7 7 

市電廃止反対(札幌・函館)、市電・市

バス料金値上げ反対運動(札幌・函館・

苫小牧)、民営パス値上げ反対運動

〈室蘭・道東・道北)

灯油の確保と値上げ反対運動

生活必需物資の震い占め・売b惜しみ
摘発

'73北海道消費者決起大会

新聞代値上げ反対運動

12.20燃料・エネルギー問題真相究明集会

北ガス値上げ反対選動

2.26物価引上げインフレ担止金道消費

者決起集会

電力料金値上げ反対運動

会道灯油プロパン値上げ反対連絡会議結

成(20団体)

ガス料金値上げ反対運動

'74北海道消愛者決起大会

独禁法の強化改正の世論盛りあがる

灯油値上げ皮対運動、通年の持続的進

動としてとり〈まれる

'75北海道消費者、決起大会

議力料金値上げ反対連動

刊北海道泊費者決起大会

ガス料金値上げ反対運動

国鉄運賃法定鯵IJ廃止、値上げ反対運動

灯油円高差 消費者還元運動

'77北海道消費者決超大会

( i北海道労働運動年表J 勺3~77&:手の「北海道消費者決起大会 J 資料から作成)
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(表 7)道民懇談会は 63年道民会議と改称され、物価共闘として新聞代、牛乳代、米側、国鉄等

の課題を継続してとタ〈み着実にカ量を積み重ねたが、 72年消費者運動が多面的に展開される中

で道民会議の共闘組織としての機能を発展させ、より嬬広い消費者運動のセンターの必要から北海

道消由連が結成される。以後名実ともK北海道の消費者運動の中核組織として発展するが、 73年

のオイルショックを契機として、独占K対する民主的規制、原価公賄事要求の運動が高1まる念かで、

翌年いわゆる「体制内消費者運動」をも含んだ共闘組織としての全道灯油プロパン値上げ反対連絡

協議会が発足する。「消費者運動は臼本の政治を経済を民主的κ発展さぜようとする大き念推進カJ

として形成されつつあるといえる。

まとめと今後の課題

今I3Vてかける問題は消費者選動のや核的担い手としてだけで念〈、独占の系列化による流通支配、

財界の地域社会対策、政府の広樹守政、コミュニティー政策等、地域住民管理支配の進行との対抗関

係にないて、生協運動の果たす役割を実践的K模繁する段階Kきている。 77年の臼生協の総会は

「地域社会で信頼される生協強化」を呼びかけた。

地域t'Ci>~ける住民と企業との生活と生産をめぐる相互依存と相互対立の関係のもとで、住民の組織

化と連帯、地方自治体の役割が重要K念っている。今後、消費・主主君主・流通の金分野Kわたってさま

ざま念階層の地域住民が組織的に連帯し、その中で地域づ(.tをすすめてい〈必婆があり、住民の側

κはそれを可能とする条件が一定形成されてきている。そして生協運動が今後それらにどうかかわヮて

い〈のか、す念わち流通民主化、地場産業との援携、小売商業者との連帯等の現代的課題にどう対処

し、それK伴い生協の内部構造、運動論をどう農かκしていくのか、今後理論的・実践的K解明して
いか1.cければ1.cら1.cLr>課題で参ると考える。

本稿Vてなける到達点をふまえ今後の課題は、第11''[本稿ではほとんどふれてい念い生協運動の事業

的側面Kついても明らかKする ζとである。第 2!'L北海道になける生協進動発展のメカニズムを土台

(下笥精進〉とのかかわり tてないでとらえるととである。第 3!'L、第 1第zの課題をふまえ現段階K

がける資本主義発展とそのもとでの勤労務階層の生活諸条件とそと!'Li>~ける生協の社会経済的機能と

の関速についての教訓!、課題を考察するととである。
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